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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、上記基板の一方の面に実装された複数の太陽電池セルとを備えてなる太陽電池
モジュールであって、
　上記基板は、外部と接続可能な第１のモジュール電極および第２のモジュール電極と、
複数の配線とを有し、
　上記複数の太陽電池セルは、上記第１のモジュール電極と上記第２のモジュール電極と
の間に上記各配線を介して直列接続されており、
　上記基板は、上記複数の配線のうち上記直列接続された太陽電池セルの間を電気的に接
続する配線からそれぞれ引き出されたテストパッドをさらに有し、
　上記テストパッドは、上記基板の一方の面の上記複数の太陽電池セルが配置される位置
よりも外側に配置されており、
　上記基板の一方の面には、少なくとも上記複数の太陽電池セルを覆い、かつ、上記テス
トパッドを覆わないように封止樹脂が形成されていることを特徴とする太陽電池モジュー
ル。
【請求項２】
　基板と、上記基板の一方の面に実装された複数の太陽電池セルとを備えてなる太陽電池
モジュールの製造方法であって、
　上記基板は、外部と接続可能な第１のモジュール電極および第２のモジュール電極と、
複数の配線と、当該複数の配線のうち上記複数の太陽電池セルを直列接続するように設け
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られた配線からそれぞれ引き出されたテストパッドとを有しており、
　上記基板の一方の面に、上記複数の太陽電池セルを、上記第１のモジュール電極と上記
第２のモジュール電極との間に上記各配線を介して直列接続するように実装する第１工程
と、
　上記基板の一方の面に、少なくとも上記複数の太陽電池セルを覆い、かつ、上記テスト
パッドを覆わないように封止樹脂を形成する第２工程とを含み、
　上記テストパッドは、上記基板の一方の面の上記複数の太陽電池セルが配置される位置
よりも外側に配置されており、
　上記第１工程と上記第２工程との間、または、上記第２工程の後に、上記太陽電池モジ
ュールが所定の性能を満たさない場合に、上記テストパッドを用いて上記各太陽電池セル
の電気特性を測定するテスト工程をさらに含むことを特徴とする太陽電池モジュールの製
造方法。
【請求項３】
　上記テスト工程は、上記測定の結果、不良と判定した太陽電池セルを別の太陽電池セル
に取り替える修理工程を含むことを特徴とする請求項２に記載の太陽電池モジュールの製
造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、太陽電池モジュールおよびその製造方法に関し、特に、製造工程において電
気性能検査テストを容易に実施するための技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、太陽電池セル（太陽電池）を用いた太陽光発電が、エネルギー源として開発、実
用化されている。太陽電池セルは、光起電力効果により入射光を電力に変換して出力する
。但し、一般的にシリコンをベースとする太陽電池セル１つの起電圧は０．５Ｖ程度であ
り、１つの太陽電池セルの起電圧では、所望する電気回路を動かすための電源として不十
分な場合がある。それゆえ、複数の太陽電池セルを直列接続した太陽電池モジュールとす
ることによって、所望する電気回路が動作可能な起電圧を得ることが行われている。
【０００３】
　太陽電池モジュールは、基板上に設置された複数の太陽電池セルが、基板上に形成され
た各配線を介して互いに電気的に接続された構成を有している。また、太陽電池セルの保
護を兼ねて、基板上に実装された複数の太陽電池セルは樹脂封止されている。
【０００４】
　ところが、太陽電池モジュールは、１つでも不良品の太陽電池セルが含まれていると、
太陽電池モジュール全体が不良品となることから、製造歩留まりが低下するという問題が
ある。例えば、上記のように複数の太陽電池セルを直列接続して起電圧を上げる構成では
、起電流は直列接続された全ての太陽電池セルで同一値となる。このため、直列接続され
た複数の太陽電池セルのうち、１つでも起電流が小さい太陽電池セルが存在すると、太陽
電池モジュール全体の起電流はその小さい起電流によって制限されるため、所定の値を満
たすことができないことがあった。
【０００５】
　そこで、上記太陽電池モジュールの製造歩留まりを改善するために、太陽電池モジュー
ルの製造工程において、太陽電池セルを基板上に設置した後であって、その太陽電池セル
を固定・封止する前に、太陽電池セルの電極を基板の配線に圧着させた状態で、太陽電池
セルの検査を行う検査方法がある（例えば、特許文献１参照）。この方法によれば、太陽
電池セルを１つずつ検査し、不良品があれば容易に取り除いて、別の太陽電池セルを設置
することが可能となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００６】
【特許文献１】特開２００９－１８２２４４号公報（平成２１年８月１３日公開）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記従来の検査方法は、適切な測定値を得るためには検査しにくい構成
および方法であるという問題がある。すなわち、基板に形成された狭ピッチで細い配線に
テスターのテストリードを当てて測定を行うため、テスターのテストリードに高い位置精
度が必要となる。また、太陽電池セルの電極を基板の配線に圧着させた状態で測定するの
で、太陽電池セルに光を照射しにくい。さらには、圧着による太陽電池セルへのダメージ
が生じるという問題もある。
【０００８】
　本発明は、上記従来の問題点に鑑みなされたものであって、その目的は、検査しやすい
構成および方法によって、不良の太陽電池セルを個々に特定することができる太陽電池モ
ジュール、および太陽電池モジュールの製造方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の太陽電池モジュールは、上記課題を解決するために、基板と、上記基板の一方
の面に実装された複数の太陽電池セルとを備えてなる太陽電池モジュールであって、上記
基板は、外部と接続可能な第１のモジュール電極および第２のモジュール電極と、複数の
配線とを有し、上記複数の太陽電池セルは、上記第１のモジュール電極と上記第２のモジ
ュール電極との間に上記各配線を介して直列接続されており、上記基板は、上記複数の配
線のうち上記直列接続された太陽電池セルの間を電気的に接続する配線からそれぞれ引き
出されたテストパッドをさらに有し、上記テストパッドは、上記基板の一方の面の上記複
数の太陽電池セルが配置される位置よりも外側に配置されており、上記基板の一方の面に
は、少なくとも上記複数の太陽電池セルを覆い、かつ、上記テストパッドを覆わないよう
に封止樹脂が形成されていることを特徴としている。
【００１０】
　上記の構成によれば、直列接続された太陽電池セルの間を電気的に接続する配線からそ
れぞれ引き出されたテストパッドを用いて、各太陽電池セルの電気特性を容易に測定し、
不良の太陽電池セルを個々に特定することが可能となる。またこれにより、特定した不良
の太陽電池セルを別の太陽電池セルに取り替えることで、太陽電池モジュールの製造歩留
まりを改善することが可能となる。また、例えばテスターのテストリードを、基板の表面
側から当てるだけで容易に測定することが可能となる。また、測定のために光を太陽電池
モジュールに照射したときに、テストリードなどによる遮光をほぼ防止することが可能と
なる。また、太陽電池セルを保護しつつ、テストパッドの測定が可能となる。
【００１４】
　また、本発明の太陽電池モジュールは、上記直列接続された太陽電池セルの間を電気的
に接続する配線は、上記基板の一方の面から他方の面までを貫通するスルーホールを通っ
て、上記基板の他方の面までそれぞれ引き出されており、上記テストパッドは、上記基板
の他方の面に配置されていることが好ましい。
【００１５】
　上記の構成によれば、例えばテスターのテストリードを、基板の裏面側から当てるだけ
で容易に測定することが可能となる。また、測定のために光を太陽電池モジュールに照射
したときに、テストリードなどによる遮光を防止することが可能となる。
【００１６】
　さらに、太陽電池セルの保護のために、上記基板の一方の面には、少なくとも上記複数
の太陽電池セルを覆うように封止樹脂が形成されていることが望ましい。
【００１７】
　本発明の太陽電池モジュールの製造方法は、上記課題を解決するために、基板と、上記



(4) JP 5128564 B2 2013.1.23

10

20

30

40

50

基板の一方の面に実装された複数の太陽電池セルとを備えてなる太陽電池モジュールの製
造方法であって、上記基板は、外部と接続可能な第１のモジュール電極および第２のモジ
ュール電極と、複数の配線と、当該複数の配線のうち上記複数の太陽電池セルを直列接続
するように設けられた配線からそれぞれ引き出されたテストパッドとを有しており、上記
基板の一方の面に、上記複数の太陽電池セルを、上記第１のモジュール電極と上記第２の
モジュール電極との間に上記各配線を介して直列接続するように実装する第１工程と、上
記基板の一方の面に、少なくとも上記複数の太陽電池セルを覆い、かつ、上記テストパッ
ドを覆わないように封止樹脂を形成する第２工程とを含み、上記テストパッドは、上記基
板の一方の面の上記複数の太陽電池セルが配置される位置よりも外側に配置されており、
上記第１工程と上記第２工程との間、または、上記第２工程の後に、上記太陽電池モジュ
ールが所定の性能を満たさない場合に、上記テストパッドを用いて上記各太陽電池セルの
電気特性を測定するテスト工程をさらに含むことを特徴としている。
【００１８】
　上記の方法によれば、テスト工程では、直列接続された太陽電池セルの間を電気的に接
続する配線からそれぞれ引き出されたテストパッドを用いて、各太陽電池セルの電気特性
を容易に測定し、不良の太陽電池セルを個々に特定することが可能となる。また、例えば
テスターのテストリードを、基板の表面側から当てるだけで容易に測定することが可能と
なる。また、測定のために光を太陽電池モジュールに照射したときに、テストリードなど
による遮光をほぼ防止することが可能となる。
【００１９】
　また、本発明の太陽電池モジュールの製造方法は、上記テスト工程は、上記測定の結果
、不良と判定した太陽電池セルを別の太陽電池セルに取り替える修理工程を含むことが好
ましい。
【００２０】
　上記の方法によれば、特定した不良の太陽電池セルを別の太陽電池セルに取り替えるこ
とで、太陽電池モジュールの製造歩留まりを改善することが可能となる。
【００２３】
　また、本発明の太陽電池モジュールの製造方法は、上記直列接続された太陽電池セルの
間を電気的に接続する配線は、上記基板の一方の面から他方の面までを貫通するスルーホ
ールを通って、上記基板の他方の面までそれぞれ引き出されており、上記テストパッドは
、上記基板の他方の面に配置されていることが好ましい。
【００２４】
　上記の構成によれば、例えばテスターのテストリードを、基板の裏面側から当てるだけ
で容易に測定することが可能となる。また、測定のために光を太陽電池モジュールに照射
したときに、テストリードなどによる遮光を防止することが可能となる。
【発明の効果】
【００２５】
　以上のように、本発明の太陽電池モジュールは、基板は、外部と接続可能な第１のモジ
ュール電極および第２のモジュール電極と、複数の配線とを有し、複数の太陽電池セルは
、上記第１のモジュール電極と上記第２のモジュール電極の間に上記各配線を介して直列
接続されており、上記基板は、上記複数の配線のうち上記直列接続された太陽電池セルの
間を電気的に接続する配線からそれぞれ引き出されたテストパッドをさらに有し、上記テ
ストパッドは、上記基板の一方の面の上記複数の太陽電池セルが配置される位置よりも外
側に配置されており、上記基板の一方の面には、少なくとも上記複数の太陽電池セルを覆
い、かつ、上記テストパッドを覆わないように封止樹脂が形成されている構成である。
【００２６】
　また、本発明の太陽電池モジュールの製造方法は、基板は、外部と接続可能な第１のモ
ジュール電極および第２のモジュール電極と、複数の配線と、当該複数の配線のうち複数
の太陽電池セルを直列接続するように設けられた配線からそれぞれ引き出されたテストパ
ッドとを有しており、上記基板の一方の面に、複数の太陽電池セルを、上記第１のモジュ
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ール電極と上記第２のモジュール電極の間に上記各配線を介して直列接続するように実装
する第１工程と、上記基板の一方の面に、少なくとも上記複数の太陽電池セルを覆い、か
つ、上記テストパッドを覆わないように封止樹脂を形成する第２工程とを含み、上記テス
トパッドは、上記基板の一方の面の上記複数の太陽電池セルが配置される位置よりも外側
に配置されており、上記第１工程と上記第２工程との間、または、上記第２工程の後に、
上記太陽電池モジュールが所定の性能を満たさない場合に、上記テストパッドを用いて上
記各太陽電池セルの電気特性を測定するテスト工程をさらに含む方法である。
【００２７】
　それゆえ、直列接続された太陽電池セルの間を電気的に接続する配線からそれぞれ引き
出されたテストパッドを用いて、各太陽電池セルの電気特性を容易に測定し、不良の太陽
電池セルを個々に特定することができるという効果を奏する。またこれにより、特定した
不良の太陽電池セルを別の太陽電池セルに取り替えることで、太陽電池モジュールの製造
歩留まりを改善することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の実施の一形態における太陽電池モジュールの構成を示す平面図である。
【図２】上記太陽電池モジュールにおける太陽電池セルの構成を示す図であり、（ａ）は
太陽電池セルを表面側から見た外観を示し、（ｂ）は太陽電池セルを裏面側から見た外観
を示し、（ｃ）は太陽電池セル１２の光起電力効果の様子を示す。
【図３】上記太陽電池モジュールにおける基板の構成を示す図であり、（ａ）は基板を表
面側から見た外観を示し、（ｂ）は基板を裏面側から見た外観を示す。
【図４】（ａ）～（ｈ）は、上記太陽電池モジュールにおける製造工程フローを示す図で
ある。
【図５】上記太陽電池モジュールの製造工程フローにおける太陽電池セルのダイシングの
様子を示す図である。
【図６】上記太陽電池モジュールの製造工程フローにおける電気テストの電気的構成を示
す等価回路図である。
【図７】上記太陽電池モジュールの製造工程フローにおける、基板をダイシングする前の
構成を示す図である。
【図８】本発明の他の実施の形態における太陽電池モジュールの構成を示す平面図である
。
【図９】上記太陽電池モジュールにおける基板の構成を示す図であり、（ａ）は基板を表
面側から見た外観を示し、（ｂ）は基板を裏面側から見た外観を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　〔実施の形態１〕
　本発明の一実施形態について図面に基づいて接続すれば、以下の通りである。
【００３０】
　図１は、本実施の形態の太陽電池モジュール１０の一構成例を示す斜視図である。図１
に示すように、太陽電池モジュール１０は、基板１１、太陽電池セル１２、および封止樹
脂１３を備えている。
【００３１】
　太陽電池セル１２は、一方の面（以下、表面とする）を光入射面とし、他方の面（以下
、裏面とする）に外部と接続可能な電極が設けられた、裏面電極型の太陽電池である。太
陽電池セル１２は、ここでは四辺形のチップ形状を有しており、後述のように１枚の半導
体基板（ウエハ）に電極などが形成された後に、所定のサイズとなるように切断（ダイシ
ング）されることで、切り出されて作製されている。太陽電池セル１２の半導体基板とし
ては、シリコン系（結晶系、アモルファス系）や化合物系（ＧａＡｓ系）などを用いるこ
とができ、また薄膜型のものを用いてもよい。
【００３２】
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　図２（ａ）に太陽電池セル１２を表面側から見た外観を示し、（ｂ）に太陽電池セル１
２を裏面側から見た外観を示し、（ｃ）に太陽電池セル１２の光起電力効果の様子を示す
。図２（ａ）に示すように、太陽電池セル１２の表面１２ａは、反射防止膜が全域に形成
されており、太陽２１からの光（太陽光）２２を効率良く入射するために反射防止テクス
チャー構造のみとなっている。図２（ｂ）に示すように、太陽電池セル１２の裏面１２ｂ
は、外部と接続可能な電極として、＋極（正極）２３と－極（負極）２４とが形成されて
いる。＋極２３と－極２４とは、互いに平行になるように交互に配置された、ストライプ
状に配置されている。
【００３３】
　また、太陽電池セル１２では、図２（ｃ）に示すように、表面１２ａから入射した光２
２によって、半導体基板内で電子－ホール対２５が励起される。この励起によりホール２
６と電子２７とが＋極２３と－極２４とにそれぞれ到達することで、起電力として取り出
すことができる。＋極２３と－極２４との間隔ｗ１が狭いほど、変換効率は高くなる。
【００３４】
　基板１１は、例えばガラスエポキシなどの樹脂基板であるが、耐熱性に優れた絶縁性基
板であれば特に限定されない。基板１１は、一方の面に太陽電池セルが実装される。以下
では、この太陽電池セル１２が実装される面を表面と称し、その反対側の面を裏面と称す
る。図３（ａ）に基板１１を表面側から見た外観を示し、（ｂ）に基板１１を裏面側から
見た外観を示す。基板１１は、配線パターンとしての複数の配線３１、外部と接続可能な
第１および第２のモジュール電極３２・３３、外部と接続可能なテストパッド３４、スル
ーホール３５、並びに保護膜３６を有している。
【００３５】
　図３（ａ）中の点線に示すように、基板１１の表面には、２行５列の配置で太陽電池セ
ル１２が設けられる。この太陽電池セル１２の配置によって決まる太陽電池セル１２の電
極の位置に応じて、複数の配線３１は、太陽電池セル１２間と、太陽電池セル１２と第１
および第２のモジュール電極３２・３３との間と、太陽電池セル１２とテストパッド３４
ｂとの間とを電気的に接続するように、それぞれ、基板１１の表面および裏面に形成され
ている。
【００３６】
　すなわち、複数の配線３１は、第１および第２のモジュール電極３２・３３との間に太
陽電池セル１２を直列接続するように設けられており、電気的に一方の端に位置すること
になる太陽電池セル１２の＋極２３と第１のモジュール電極３２とを電気的に接続する第
１の配線３１ａと、電気的に他方の端に位置することになる太陽電池セル１２の－極２４
と第２のモジュール電極３３とを電気的に接続する第２の配線３１ｂと、直列接続された
太陽電池セル１２間の一方の太陽電池セル１２の－極２４と他方の太陽電池セル１２の＋
極２３とを電気的に接続する複数の第３の配線３１ｃとを含む。
【００３７】
　第１および第２のモジュール電極３２・３３は、太陽電池モジュール１０としての出力
を行うための電極であり、基板１１の裏面に配置されている。スルーホール３５は、基板
１１の表面から見て、第１の配線３１ａと第２の配線３１ｂとが設けられている側に配置
されており、基板１１の表面から裏面までを貫通している。そして、第１および第２の配
線３１ａ・３１ｂは、スルーホール３５を通って基板１１の裏面まで引き出されており、
第１および第２のモジュール電極３２・３３にそれぞれ接続されている。
【００３８】
　テストパッド３４ａ・３４ｂは、後述の太陽電池モジュール１０の製造工程における電
気テストにおいて、太陽電池セル１２の電気特性を測定するための電極である。テストパ
ッド３４ａは、基板１１の表面の端において第１の配線３１ａと第２の配線３１ｂとの上
に（重なって）配置されているとともに、基板１１の裏面において第１の配線３１ａと第
２の配線３１ｂとに接続されて配置されている。なお、テストパッド３４ａは、基板１１
の表面および裏面のいずれか一方に形成されていればよい。テストパッド３４ｂは、基板
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１１の表面の端において第３の配線３１ｃの上に（重なって）配置されている。換言する
と、テストパッド３４ｂは、太陽電池セル１２の電気的な中間位置（中間点）に設けられ
ている。
【００３９】
　保護膜３６は、開口部３７を有するように基板１１の表面および裏面を覆っている。開
口部３７は、少なくとも、配線３１上の太陽電池セル１２との接続部、第１および第２の
モジュール電極３２・３３、並びにテストパッド３４ａ・３４ｂを露出するように配置さ
れる。保護膜３６は、絶縁性のエポキシ樹脂、ポリイミド樹脂などが好ましい。
【００４０】
　なお、基板１１においては、太陽電池セル１２との接続部などの表面処理として、電解
金めっきを用いる場合がある。この場合、電解金めっき用の給電線が存在するので、この
給電線の一部を露出するように保護膜３６を形成すれば、テストパッド３４ａ・３４ｂと
することが可能となり、工程を増加することがない。
【００４１】
　封止樹脂１３は、基板１１の表面上に、少なくとも太陽電池セル１２を覆うように形成
されている。封止樹脂としては、透光性のＥＶＡ(エチレン・酢酸ビニル共重合樹脂)、シ
リコーン樹脂、透明エポキシ樹脂などが用いられる。封止樹脂１３により、太陽電池セル
１２、さらには基板１１の表面の保護を図ることができる。
【００４２】
　次に、上記構成を有する太陽電池モジュール１０の製造方法について説明する。
【００４３】
　図４（ａ）～（ｈ）は、太陽電池モジュール１０の製造工程フローを示す図である。
【００４４】
　まず、図４（ａ）に示すように、半導体製造プロセスにより＋極２３と－極２４などを
形成した半導体基板４１（例えば１５ｃｍ角）を、ダイシングにより所定のサイズに個片
化する（例えば５ｃｍ角以下）。このとき、例えば図５に示すように、所定の方向から丸
ノコで切断する。これにより、太陽電池セル１２を作製し得る。なお、例えば住宅用など
では切断せずに用いることもある。
【００４５】
　続いて、図４（ｂ）に示すように、基板１１の表面に形成された配線３１上に、Ａｇペ
ースト４２を塗布する。または、はんだペーストを印刷したり、導電性接着剤を塗布する
。このとき、いずれを用いる場合も、必要部分にのみ、すなわち太陽電池セル１２の電極
と接触する部分にのみ塗布する。なお、図４（ｂ）ではＡｇペースト４２の塗布領域をお
およそで示している。また、基板１１は大きな基板に連続して形成されており、最終的に
個片化される。
【００４６】
　続いて、図４（ｃ）に示すように、個片化した太陽電池セル１２を、基板１１の表面に
位置決めした後に置く（ダイボンド）。そして、図４（ｄ）に示すように、所定の期間熱
を与えて、上記ペーストや接着剤を硬化させる。これにより、太陽電池セル１２が基板に
実装される。
【００４７】
　続いて、図４（ｅ）に示すように、封止樹脂１３を、例えばモールド成型により基板１
１の表面上に、少なくとも複数の太陽電池セル１２を覆い、かつ、テストパッド３４ａ・
３４ｂを覆わないように形成する。なお、図４（ｅ）では封止樹脂１３の形成領域をおお
よそで示している。そして、図４（ｆ）に示すように、所定の期間熱を与えて、上記封止
樹脂１３を硬化させる。そして、基板１１をダイシングして個片化し、図４（ｆ）に示す
ように、太陽電池モジュール１０を作製する。
【００４８】
　続いて、図４（ｈ）に示すように、作製した太陽電池モジュール１０に対して電気テス
トを行う（テスト工程）。電気テストは、例えば太陽光ランプ４３を用いて太陽電池モジ
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ュール１０に光を照射することで、太陽電池モジュール１０に生じる起電力を測定するテ
ストである。測定は、テストリード４５を有するテスター４４を用いて行う。そして、起
電力の測定結果が所定の値（所定の性能）を満たすかどうかを判定し、満たすものを最終
的な完成品とする。所定の値すなわち所定の性能は、太陽電池セル１２の個数などに応じ
て予め決められている。
【００４９】
　ここで、電気テストについて詳細に説明する。電気テストは、太陽電池モジュール１０
全体としての電気特性をテストする第１テストと、第１テストが不合格であった場合に個
々の太陽電池セル１２の電気特性をテストする第２テストとの２段階で行う。
【００５０】
　第１テストでは、第１および第２のモジュール電極３２・３３、または、テストパッド
３４ａにテストリード４５をそれぞれ当て、太陽電池モジュール１０に光を照射し、太陽
電池モジュール１０に生じる起電力を測定する。この起電力は、太陽電池モジュール１０
に生じる起電圧と起電流とにより算出する。そして、起電力の測定結果が所定の値を満た
すかどうかを判定し、満たすものは完成品として分別し、満たさないものに対しては第２
テストを行う。
【００５１】
　第２テストでは、３つのテストパッド３４ａ・３４ｂにテストリード４５をそれぞれ当
て、太陽電池モジュール１０に光を照射し、太陽電池セル１２に生じる起電力を測定する
。図６に、第２テストの電気的構成を示す。ある太陽電池セル１２（図中、太陽電池セル
１と記す）の起電力を測定する場合、第１のテストリード４５ａを、当該太陽電池セル１
２の－極と電気的に接続されたテストパッド３４ｂ（３４ａ）に当てる。また、第２のテ
ストリード４５ｂを、その太陽電池セル１２の＋極と電気的に接続されたテストパッド３
４ｂに当てる。さらに、第３のテストリード４５ｃを、第２のテストリード４５ｂを当て
たテストパッド３４ｂに－極が電気的に接続されている太陽電池セル（図中、太陽電池セ
ル２と記す）の＋極と電気的に接続されたテストパッド３４ｂ（３４ａ）に当てる。
【００５２】
　そして、太陽電池モジュール１０に光を照射し、第１のテストリード４５ａと第２のテ
ストリード４５ｂとの間に設けられた第１の電圧計Ｖ１により、太陽電池セル１の起電圧
を測定する。また、第１のテストリード４５ａと第３のテストリード４５ｃとの間に設け
られた第２の電圧計Ｖ２により、「太陽電池セル１＋太陽電池セル２」の起電圧を測定す
る。なお、「第２の電圧計の値－第１の電圧計の値」により、太陽電池セル２の起電圧を
算出できる。さらに、第１のテストリード４５ａと第２のテストリード４５ｂとの間、か
つ、第１のテストリード４５ａと第３のテストリード４５ｃとの間に設けられた電流計Ａ
により、２つの太陽電池セル１・２の起電流を測定する。そして、測定した起電圧および
起電流により、起電力を算出する。
【００５３】
　また、第１のテストリード４５ａと第３のテストリード４５ｃとの間には、電源Ｅが設
けられている。２つの太陽電池セル１・２の起電流が小さい場合は、この電源Ｅによって
強制的に電流を与えることによって、起電流の小さい太陽電池セルが含まれていても、太
陽電池セル個々の電気特性を評価することが可能となっている。
【００５４】
　起電力を測定した結果、その起電力が所定の値を満たすかどうかを判定することで、複
数の太陽電池セル１２の中から、所望の性能が発揮されない不良の太陽電池セル１２（起
電力が小さい太陽電池セル１２）を特定することが可能となる。
【００５５】
　そして特定後、太陽電池モジュール１０をリペアーする（修理工程）。リペアーとして
は、太陽電池モジュール１０から不良の太陽電池セル１２を取り除いて、別の太陽電池セ
ル１２を基板１１に実装する。そして、再度第１テストを実施し、合格すれば完成品とし
て分別し、不合格であれば第２テストを行って不良の太陽電池セル１２を特定しリペアー
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する。このようにして、始めは不良品であった太陽電池モジュール１０を、所定の性能を
満たす完成品にまで持ってくることが可能となる。
【００５６】
　以上のように、太陽電池モジュール１０は、第１および第２のモジュール電極３２・３
３と、複数の配線３１とを有する基板１１と、基板１１の表面に実装された複数の太陽電
池セル１２とを備え、複数の太陽電池セル１２は、第１のモジュール電極３２と第２のモ
ジュール電極３３との間に各配線３１を介して直列接続されており、基板１１は、複数の
配線３１のうち直列接続された太陽電池セル１２の間を電気的に接続する第３の配線３１
ｃからそれぞれ引き出されたテストパッド３４ｂをさらに有している構成である。
【００５７】
　また、太陽電池モジュール１０の製造方法は、基板１１の表面に、複数の太陽電池セル
１２を、第１のモジュール電極３２と第２のモジュール電極３３との間に各配線３１を介
して直列接続するように実装する第１工程と、基板１１の表面に、少なくとも複数の太陽
電池セル１２を覆うように封止樹脂１３を形成する第２工程とを含み、第１工程と第２工
程との間、または、第２工程の後に、太陽電池モジュール１０が所定の性能を満たさない
場合に、テストパッド３４ｂを用いて各太陽電池セル１２の電気特性を測定するテスト工
程をさらに含む方法である。
【００５８】
　よって、電気テストにおいて、直列接続された太陽電池セル１２の間を電気的に接続す
る第３の配線３１ｃからそれぞれ引き出されたテストパッド３４ｂを用いて、各太陽電池
セル１２の電気特性を容易に測定し、不良の太陽電池セル１２を個々に特定することが可
能となる。
【００５９】
　また、上記電気テストでは、上記測定の結果、不良と判定した太陽電池セル１２を別の
太陽電池セル１２に取り替える修理工程を含んでいる。これにより、特定した不良の太陽
電池セル１２を別の太陽電池セル１２に取り替えることで、太陽電池モジュール１０の製
造歩留まりを改善することが可能となる。
【００６０】
　さらに、太陽電池モジュール１０では、基板１１の表面のテストパッド３４ａ・３４ｂ
は、基板１１の表面の端に配置されている。よって、テスター４４のテストリード４５を
、基板１１の表面側から当てるだけで容易に測定することが可能となる。また、測定のた
めに光を太陽電池モジュール１０に照射したときに、テストリード４５などによる遮光を
ほぼ防止することが可能となる。
【００６１】
　また、基板１１の表面のテストパッド３４ａ・３４ｂは、封止樹脂１３によって被覆さ
れない。よって、上述の図４を用いた説明では電気テストは最後に実施していたが、これ
に限らず、図４（ｈ）に示した電気テストは、図４（ｄ）の後から図４（ｇ）の後まで（
ダイボンド～個片化まで）に示した工程中の、いずれの段階でも行うことが可能である。
電気テストを、特に封止樹脂１３を形成する工程の前に実施することで、リペアーの必要
が生じた場合の手間を低減することが可能となる。
【００６２】
　なお、図４（ｅ）に示した封止樹脂１３を形成する工程では、図７に示すような領域に
封止樹脂１３を形成してもよい。すなわち、図７は、封止樹脂１３を、複数の太陽電池セ
ル１２を覆い、かつ、テストパッド３４ａ・３４ｂを覆わないように形成する一例を示し
ている。この場合は、封止樹脂１３を硬化した後、点線に沿って基板１１をダイシングし
て個片化することで、小型化した太陽電池モジュール１０を作製することができる。但し
、この場合は、ダイシングを行う工程の前までに電気テストを行う必要がある。また、基
板１１の表面のテストパッド３４ａ・３４ｂを切り取らない場合は、最終的に樹脂で封止
する必要がある。
【００６３】
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　〔実施の形態２〕
　本発明の他の実施の形態について図面に基づいて説明すれば、以下の通りである。なお
、本実施の形態において説明すること以外の構成は、前記実施の形態１と同じである。ま
た、説明の便宜上、前記の実施の形態１の図面に示した部材と同一の機能を有する部材に
ついては、同一の符号を付し、その説明を省略する。
【００６４】
　前記実施の形態１の太陽電池モジュール１０は、基板１１の表面にテストパッド３４ａ
・３４ｂが設けられていた。これに対し、本実施の形態の太陽電池モジュール５０は、基
板１１の裏面にテストパッド３４ａ・３４ｂが設けられている。
【００６５】
　図８は、本実施の形態の太陽電池モジュール５０の一構成例を示す図である。図９（ａ
）は基板５１を表面側から見た外観を示し、（ｂ）は基板５１を裏面側から見た外観を示
す。太陽電池モジュール５０は、前記実施の形態１の太陽電池モジュール１０の構成のう
ち基板１１の除いた構成に加えて、基板５１を備えている。
【００６６】
　基板５１は、基板１１と比較して、テストパッド３４ａ・３４ｂの配置が異なっており
、その他は同じ構成を有している。テストパッド３４ａは、基板５１の裏面において第１
の配線３１ａと第２の配線３１ｂとに接続されて配置されている。テストパッド３４ｂは
、基板１１の裏面の端に配置されている。そして、第３の配線３１ｃは、スルーホール３
５を通って基板１１の裏面まで引き出されており、テストパッド３４ｂにそれぞれ接続さ
れている。換言すると、テストパッド３４ｂは、太陽電池セル１２の電気的な中間位置（
中間点）に設けられている。
【００６７】
　上記構成を有する太陽電池モジュール５０は、上述した前記実施の形態１の太陽電池モ
ジュール１０の製造方法と同様の方法で製造される。そして同様に、電気テストにおいて
、直列接続された太陽電池セル１２の間を電気的に接続する第３の配線３１ｃからそれぞ
れ引き出されたテストパッド３４ｂを用いて、各太陽電池セル１２の電気特性を容易に測
定し、不良の太陽電池セル１２を個々に特定することが可能となるという効果を奏する。
【００６８】
　また、上記電気テストでは、上記測定の結果、不良と判定した太陽電池セル１２を別の
太陽電池セル１２に取り替える修理工程を含んでいる。これにより、特定した不良の太陽
電池セル１２を別の太陽電池セル１２に取り替えることで、太陽電池モジュール５０の製
造歩留まりを改善することが可能となる。
【００６９】
　さらに、太陽電池モジュール５０では、基板５１の表面のテストパッド３４ａ・３４ｂ
は、基板５１の裏面に配置されている。よって、テスター４４のテストリード４５を、基
板５１の裏面側から当てるだけで容易に測定することが可能となる。また、測定のために
光を太陽電池モジュール５０に照射したときに、テストリード４５などによる遮光を防止
することが可能となる。
【００７０】
　また、上述の図４を用いた説明では電気テストは最後に実施していたが、太陽電池モジ
ュール５０ではこれに限らず、図４（ｈ）に示した電気テストは、図４（ｄ）の後から図
４（ｇ）の後まで（ダイボンド～個片化まで）に示した工程中の、いずれの段階でも行う
ことが可能である。電気テストを、特に、封止樹脂１３を形成する工程の前に実施するこ
とで、リペアーの必要が生じた場合の手間を低減することが可能となる。
【００７１】
　なお、上述の説明では、電気テストの第２テストにおいてテストリード４５を３つ使用
して太陽電池セル１２の測定を行ったが、テストリード４５の数を増やしてもよく、これ
により同時に測定する太陽電池セル１２の数を増やすことが可能となる。
【００７２】
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　また、上述した説明において、太陽電池セル１２の個数や、基板１１・５１への配置、
＋極２３および－極２４の配置などは、本発明を限定するものではなく、あくまでも例示
である。さらに、基板１１・５１においても、上述した配線３１やスルーホール３５など
以外に、配線やスルーホールなどが形成されていてもよい。特に基板１１・５１の裏面に
は、図示していないが、図３および図９に示した構成以外に配線パターンが形成されてい
てもよい。
【００７３】
　さらに、基板１１の表面に設けられたテストパッド３４ａ・３４ｂの配置は、図１・３
に示した位置に限るわけではないが、電気テストを考慮すると、当該テストパッド３４ａ
・３４ｂは、基板１１の表面の複数の太陽電池セル１２が配置される位置よりも外側に配
置されていることが望ましい。
【００７４】
　また、上述の説明では、太陽電池セル１２が裏面電極型の場合について説明したが、こ
れに限るものではなく、両面電極型であってもよい。両面電極型の太陽電池セルを用いる
場合は、太陽電池セルを基板１１・５１に実装する工程の後であって、電気テストを行う
工程の前に、ワイヤボンディングにより太陽電池セルの電極と基板１１・５１上の配線３
１とを接続する工程を設ければよい。
【００７５】
　そして、実施例においては、裏面電極型の太陽電池セルを用いた太陽電池モジュールで
説明しているが、表面および裏面に電極を持つ太陽電池セルを用い、直列接続した太陽電
池モジュールの場合、テスト方法は同じものが適用できることは言うまでもない。
【００７６】
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて
得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００７７】
　本発明は、直列接続された複数の太陽電池セルを備えてなる太陽電池モジュールに関す
る分野に好適に用いることができるだけでなく、太陽電池モジュールの製造方法、特に検
査方法に関する分野に好適に用いることができ、さらには、太陽電池モジュールを備える
電力装置などの分野にも広く用いることができる。
【符号の説明】
【００７８】
　１０，５０　太陽電池モジュール
　１１，５１　基板
　１２　太陽電池セル
　１３　封止樹脂
　２３　＋極
　２４　－極
　２６　ホール
　２７　電子
　３１ａ　第１の配線（配線）
　３１ｂ　第２の配線（配線）
　３１ｃ　第３の配線（配線）
　３２　第１のモジュール電極
　３３　第２のモジュール電極
　３４ａ　テストパッド
　３４ｂ　テストパッド
　３５　スルーホール
　３６　保護膜
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　３７　開口部
　４３　太陽光ランプ
　４４　テスター
　４５　テストリード

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】
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